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現在取り組んでいること

これから取り組むこと

私たちは、国連が提唱する「持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）」に賛同し、
持続可能な社会の実現に向けて積極的な取組を行っていくことを宣言します。

２０２４年７月８日 大仙市立

大曲南中学校

学校のカリキュラムの中でＳＤＧｓを学んでいるのが、大曲南中学校の特徴です。総
合的な学習の時間を中心として、１年生は「食と環境」、２年生は「エネルギーと環
境」、３年生は「国際情勢と環境」をテーマに取り組んできました。学校外の多くの
方々と連携して学ぶことで、ＳＤＧｓの達成を意識し、積極的に行動できるよう努めて
います。特に３年生で実施し、今年で３年目となる「キリバスの中学生とのオンライン
交流」は、気候変動の影響をいち早く受けるキリバスの現状を、同年代の子どもたちか
ら知らされることで、より切実感を感じ、「誰一人取り残さない未来」「世界中の人々
が幸せになれる未来」を目指したいと強く感じるようになりました。

これからも、学校のカリキュラムにＳＤＧｓを位置付けて実践します。1年生は「食
と住」、2年生は「エネルギーと気候変動」、3年生は「国際理解とＳＤＧｓ起業」を
テーマに取り組みます。あきた地球環境会議、国際教養大学、大曲農業・秋田中央・新
屋・横手の各高校、地元の建築士、キャリア教育コーディネーター、日本キリバス協会、
ＥＰＯ東北等と連携して学習を進めます。「Think Globally、 Act Locally」
「 Think Globally、 Act now」を目指して学習に取り組みます。また、小学校、保

育園、大仙市中学生サミット、ＣＥＥＡ等と協力し、子ども服を回収し難民に届ける
「“届けよう、服のチカラ”プロジェクト」に、今年から取り組みます。
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